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本論文は， MOS スタティック RAM (SRAM) の高速化に関する研究の成果をまとめたもので，本文 7章より構成
されている。








第4章では，高速 SRAM が最も必要とされるアプリケーションであるキャッシュメモリを CPU と同じチップ内に






第 6章では，以上の結果を踏まえ，具体的な高集積 lMSRAM を実用化し，高速 lMSRAM でテスト時間短縮のた
めに新しく採用したビット構成可変方式の有効性を明らかにしている。
第 7章では，第 2章から第 6章までの成果をまとめ本論文の結論としている。
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論文審査の結果の要旨

















(5) 高集積 1MSRAM の実用化に成功し，テスト時間短縮のために新しく採用したビット構成可変方式の有効性を
明らかにしている。
以上のように，本論文は， SRAM の高速化を実現する上で多くの有用な知見を得ており，半導体工学，電子工学の発
展に寄与するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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